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１  

委
員
会
の
設
置

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
が
行

政
に
よ
る
措
置
・
保
護
・
援
助

か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

と
利
用
者
と
が
対
等
な
立
場
で

契
約
し
、
利
用
者
が
選
択
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
個
人
の
尊
厳
・
自

立
・
人
権
の
尊
重
と
い
う
視
点

で
提
供
す
る
仕
組
み
に
大
き
く

変
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
利
用

者
保
護
の
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

こ
の
委
員
会
は
、
法
律
、
医

療
、
社
会
福
祉
（
公
益
代
表
、

利
用
者
代
表
、
提
供
者
代
表
）

の
６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

運
営
監
視
小
委
員
会
、
苦
情
解

決
小
委
員
会
を
設
置
し
て
業
務

を
実
施
し
、
児
童
、
障
害
者
、

高
齢
者
な
ど
の
入
所
施
設
や
在

宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
社

会
福
祉
事
業
で
提
供
さ
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
利
用
者

や
家
族
、
利
用
者
の
代
理
人
な

ど
か
ら
の
苦
情
相
談
に
対
応
し

て
い
ま
す
。（
平
成
14
年
４
月

か
ら
委
員
８
名
。
ま
た
、
平
成

25
年
に
運
営
監
視
小
委
員
会
を

利
用
援
助
事
業
調
査
小
委
員
会

と
し
ま
し
た
。）

　
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど

自
己
決
定
能
力
の
低
下
し
た
者

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
福
祉
権
利
擁

護
制
度
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

援
助
事
業
）
が
制
度
化
さ
れ
、

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
県
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
状
況
を
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
委
員
会
の
事
務
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
地

域
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
）

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

16
年
４
月
１
日
に
委
員
会
事
務

局
を
設
置
し
ま
し
た
。

２  

苦
情
解
決
の

仕
組
み

　

社
会
福
祉
事

業
経
営
者
の
苦

情
解
決
の
責
務

を
明
確
化
し
、
第

三
者
が
加
わ
っ

た
施
設
内
に
お

け
る
苦
情
解
決

の
仕
組
み
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
右

記
方
法
で
の
解
決

が
困
難
な
事
例
に

備
え
、
都
道
府
県

社
会
福
祉
協
議
会

に
、
苦
情
解
決
の

た
め
の
委
員
会

（
運
営
適
正
化
委

員
会
）
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

※�

仕
組
み
図
が

　

�「
福
祉
に
い
が
た

７
月
号
」７
ペ
ー

ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

３ 
苦
情
の
実
績

　
（
表
参
照
）

福祉サービスの苦情解決の仕組みが導入

新潟県福祉サービス
運営適正化委員会20周年

巻頭
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利用者の権利に対する考え方の変化と、
サービス提供事業者の苦情解決体制の
整備や窓口の公表などにより、要望や
苦情を伝えやすい状況になったことか
ら件数が増加

【  利  用  制  度  】
利用者が事業者と対等な関係に基づき

サービスを選択

社会福祉法などの改正（平成12年）※ 介護保険制度も実施

【  措  置  制  度  】
行政が行政処分によりサービス内容を決定
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４ 

苦
情
の
傾
向

���

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
の
国
民

を
対
象
と
し
た
も
の
へ
と
広
が
り
、

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担

い
手
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
以
外
の

多
様
な
事
業
主
体
の
参
入
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
運
営
適

正
化
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
な

ど
も
増
加
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福

祉
事
業
以
外
の
苦
情
等
も
含
め
て
そ

の
内
容
は
多
様
化・複
雑
化
し
、か
つ
、

対
応
が
長
期
化
す
る
傾
向
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
単
な
る
件
数
の
増
加

で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
質
的
変
化
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
以
降
は
障
害
分
野
の
苦

情
が
増
加
し
て
お
り
、
主
訴
の
確
認
、

事
実
関
係
の
整
理
な
ど
の
援
助
的
業
務

の
色
彩
が
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
事
業
主
体
（
法
人
、
施
設
・

事
業
所
）
の
苦
情
に
対
す
る
意
識
が
低

く
、
第
三
者
委
員
を
積
極
的
に
活
用
し

な
い
な
ど
、�

苦
情
解
決
に
主
体
的
に
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
、
運
営

適
正
化
委
員
会
が
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
内
容
が
有
料
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や
認
可
外
保
育

所
な
ど
社
会
福
祉
事
業
で
は
な
い
も
の

の
、
利
用
者
と
し
て
は「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社

会
福
祉
法
で
定
め
る
社
会
福
祉
事
業
の
範

囲
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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高齢者 障害者 児童 その他

平成26年度から高齢者と障害者からの苦情
件数が逆転。この後は障害者が上回る。

　
「
措
置
か
ら
契
約
へ
」と
い
う
厚
生
省（
当

時
）の「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
は
、

利
用
者
が
事
業
者
と
対
等
な
関
係
に
基
づ
き

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
利
用
制
度
へ
と
大
転

換
を
図
り
、
平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制

度
の
施
行
と
成
年
後
見
制
度
の
導
入
が
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
権
利
擁
護
事
業
（
現
在

の
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
が
成
年
後
見

制
度
を
補
完
す
る
仕
組
み
と
し
て
制
度
化
さ

れ
、
権
利
擁
護
事
業
に
対
す
る
苦
情
解
決
の

仕
組
み
の
１
つ
と
し
て
運
営
適
正
化
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
後
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
般

に
拡
大
し
て
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化

委
員
会
」
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
の
初
代
委
員
長
と
し
て
就
任
し
、

20
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
員
会
発
足
当
時
は
介
護
職
員
の
人
手
不

足
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
不
履
行
と
い
っ

た
「
量
的
」
問
題
が
多
か
っ
た
も
の
が
、
現

在
は
、「
職
員
の
言
葉
使
い
や
態
度
」
と
い
っ

た
「
質
的
」
問
題
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
民

間
企
業
等
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
参
入
は
受

け
皿
を
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
他
方
で
、
職

員
の
質
を
置
き
去
り
に
し
た
数
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
原
点
に
帰
っ
て
指
導
・

教
育
す
る
場
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、
基
幹
的
社

協
に
よ
る
運
営
か
ら
市
町
村
社
協
の
直
接
の

運
営
に
移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
支

援
員
の
確
保
、
専
門
員
の
不
足
か
ら
利
用
者

と
の
契
約
を
見
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
散
見

さ
れ
ま
す
。「
専
門
員
の
不
足
」
は
制
度
発

足
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
て
、
解
決
の
た

め
の
予
算
化
が
な
か
な
か
徹
底
さ
れ
な
い
状

況
は
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
専
門
員
１
名

当
た
り
35
名
の
利
用
者
と
い
う
基
準
を
大
幅

に
超
え
て
い
る
社
協
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

他
方
で
、高
齢
化
率
が
高
い
市
町
村
な
の
に
、

数
名
の
利
用
者
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
社
協
も

あ
る
と
こ
ろ
、
市
町
村
社
協
に
よ
る
制
度
の

周
知
を
徹
底
し
て
制
度
の
利
用
が
必
要
な
人

た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
市

町
村
へ
の
福
祉
関
係
予
算
が
増
え
る
こ
と
は

難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
利
用
者
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
専
門
員
や
生
活
支
援
員

が
疲
弊
す
る
な
ど
と
い
う
状
況
は
決
し
て
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で
も
多
く
の

困
っ
て
い
る
方
た
ち
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
は
、
専
門
員
職
の
抜
本
的
改
革
や
生
活

支
援
員
の
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
、
皆
で
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

運
営
適
正
化
委
員
会
20
年
を
迎
え
て

新
潟
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会　
委
員
長　
小　
泉　
一　
樹

小
泉
委
員
長
略
歴
（
主
な
も
の
）

　
新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
。
日
本
司
法
支

援
セ
ン
タ
ー
新
潟
事
務
所
所
長
、
新
潟
県

収
用
委
員
会
委
員
長
代
行
、（
公
財
）
新
潟

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談
委

員
・
理
事
、
新
潟
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

公
表
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
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　身体障害者福祉法、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行70周年並びに
知的障害者福祉法施行60周年を記念して「第70回新潟県民福祉大会」（県、県社会福
祉協議会、県共同募金会、新潟市、新潟市社会福祉協議会主催）を開催します。
　社会福祉功労者を表彰する式典と、東京医科歯科大学名誉教授の藤田紘一郎氏を
講師にお迎えし、記念講演を行います。

◆期日：令和２年10月14日（水）
◆場所：新潟テルサ（新潟市中央区鐘木）
◆内容
　　　式典
　　　社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表彰、県共同募金会長表彰を行います。
　　　記念講演
　　　�東京医科歯科大学名誉教授の藤田紘一郎氏を講師にお迎えし、「イキイキ長寿健康法　－免疫力を高める生活習慣－」

と題してご講演をいただきます。
◆その他
　・�開催要綱、申込書等は新潟県社会福祉協議会ホームページに掲載しています。参加を希望される方は各市町村社会福
祉協議会へお申し込みください。

　・�新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から参加人数の制限を行っております。詳細は新潟県社会福祉協議会のホー
ムページをご覧ください。

◆問い合わせ
　�新潟県社会福祉協議会　総務管理課（電話：025-281-5550　FAX：025-281-5528）（http://www.fukushiniigata.or.jp）

第70回新潟県民福祉大会　10月14日に新潟市にて開催

昨年の様子

赤い羽根 情 報赤い羽根
「
新
テ
ー
マ
型
募
金
」助
成
事
業
の

募
集
開
始
の
お
知
ら
せ

　
「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

助
成
事
業
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。（
募

集
期
間
は
９
月
10
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
で
す
。）

　
こ
の
募
金
は
、
助
成
団
体
が
各
団
体

の
活
動
内
容
（
テ
ー
マ
）
を
掲
げ
て
積

極
的
に
募
金
運
動
に
も
関
わ
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
て
、
共
感
と
納
得
に
基
づ
く

寄
付
を
募
る
新
た
な
募
金
手
法
で
、
１

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
募
金
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
14
団
体
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
募
金
目
標
額
１
５
０
０
万
円

に
対
し
て
約
１
0
０
8
万
円
の
募
金
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
目
標
額
を
１
５
０
０
万
円

以
上
、
参
加
団
体
数
を
20
団
体
以
上
に

拡
大
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
、
昨
年
度
の
募
金
実
績
等
に
つ

い
て
は
「
新
潟
県
共
同
募
金
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根「
子
ど
も
と
家
族
の
緊
急
支

援　
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
第
１
回
）

の
助
成
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

　
赤
い
羽
根
「
子
ど
も
と
家
族
の
緊
急

支
援　
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
第
１
回
）

の
助
成
団
体（
９
団
体
、２
０
３
８
千
円
）

が
決
定
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
助
成
団

体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
寄
付
金

は
９
月
30
日
（
水
）
ま
で
受
付
け
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

No. 法人名・施設名 助成額（単位：千円）
１ オーバージーン 272
２ フードバンクにいがた 300
３ 新潟県ゲートキーパー協会 300
４ 子どもみらい食堂 236
５ 新潟県フードバンク連絡協議会 300
６ きら☆喜楽こども食堂 10
７ ピーカブー 300
８ 南魚沼市社会福祉協議会 300
９ 聖籠町社会福祉協議会 20

合　　　計 2,038

赤い羽根「子どもと家族の緊急支援　全国キャンペーン」
（第１回）助成団体一覧表
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内
閣
府
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
が
呼
び
か
け
る
「
老
人
の
日
・
老
人

週
間
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
15
～
21
日
）が
、

今
年
も
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
現

在
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
健
康
長
寿
社
会
を
築
く
こ
と
が
よ
り

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
対

策
基
本
法
に
基
づ
く
「
高
齢
社
会
対
策

大
綱
」
で
も
、
全
て
の
年
代
の
人
々
が

希
望
に
応
じ
て
意
欲
や
能
力
を
い
か
し

て
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
を
目

指
す
こ
と
な
ど
を
基
本
に
施
策
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
で
は
、
増
加
す
る
認
知

症
高
齢
者
の
支
援
や
介
護
予
防
な
ど
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
連
携
促
進
に
よ
り
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
や
障
害
者
な
ど
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

住
民
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共

に
つ
く
り
高
め
合
う
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
す
べ
て
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
促
進
、
高
齢
者
の
人
権

尊
重
―
な
ど
６
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

　
安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

15
日
か
ら
「
老
人
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

農
中
信
託
銀
行
は
、
公
益
信
託
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
新
潟
県
信
連
創
立
50
周
年
記
念
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
支
援
基
金
の
助
成
先
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
対
す
る
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
支
援
・
育
成
す
る
活
動
に

対
し
助
成
を
行
う
も
の
で
、
社
会
福
祉
法

人
、
公
益
法
人
と
し
て
３
年
以
上
活
動
し
、

概
ね
10
人
以
上
で
構
成
し
営
利
を
目
的
と

し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

　
助
成
対
象
は
、
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活

動
お
よ
び
当
該
活
動
を
支
援
す
る
設
備
の
整

備
等　
②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
質
向
上
の

た
め
の
各
種
事
業
の
開
催
等　
③
そ
の
他
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
で
す
。

　
金
額
は
、対
象
費
用
全
体
の
70
％
以
内
で
、

原
則
と
し
て
①
に
つ
い
て
は
75
万
円
、
②
に

つ
い
て
は
、
１
件
当
た
り
25
万
円
が
限
度
額

と
な
り
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
所
定
の
助
成
金
交
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
11
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
、
〒
１
０
１
‒
０
０
５
４　
東
京
都

千
代
田
区
神
田
錦
町
２
‒
２
‒
１
、
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ　

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
５
階　

農
中
信
託

銀
行
営
業
推
進
部
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
新
潟
県
信

連
創
立
50
周
年
記
念
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
支

援
基
金
」
係
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。
問
い
合

わ
せ
は
同
営
業
推
進
部
、
電
話
０
３

（
５
２
８
１
）１
４
２
０
へ
。詳
し
く
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nochutb.co.jp/

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
支
援
基
金
募
集
の
お
知
ら
せ

寄　付
寄付ありがとう
ございました（敬称略）

日付 寄付者 寄付額

令和2年
７月２日

本間健康ランド
（株式会社サンテラ）

様

室内着
4,452着

令和2年
７月17日

新潟県
療術師協会 20,000円

本間健康ランド様の感謝状贈呈式
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和２年度
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新
潟
県
は
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
を「
自
殺
対
策
推
進
月
間
」と
定
め
、

「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す　

た
っ

た
一
つ
の
命
で
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
自
殺
予
防
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
展
開
し
ま
す
。
県
を
は
じ
め
と
す

る
行
政
と
民
間
団
体
な
ど
が
連
携
し
、

県
民
一
人
一
人
が
自
殺
対
策
の
主
役
で

あ
る
と
い
う
共
通
理
解
の
下
、「
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
、
ｗ
ｅ
ｂ
広
告
な
ど

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
自
殺
予

防
の
呼
び
か
け
や
相
談
窓
口
の
周
知
を

行
い
ま
す
。
地
域
の
様
々
な
団
体
が
、

県
民
を
対
象
と
し
た
自
殺
予
防
に
関
す

る
講
演
会
等
の
啓
発
事
業
を
実
施
す
る

「
リ
レ
ー
型
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
本
県
の
令
和
元
年
度
の
自
殺
者
数
は

４
０
７
人
、自
殺
死
亡
率
は
18・４
（
全

国
平
均
は
15
・
７
）
で
全
国
水
準
よ
り

も
常
に
高
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
自
殺
対
策
基
本
法
で
定
め

ら
れ
た
「
自
殺
予
防
週
間
」（
９
月
10

～
16
日
）
を
９
月
の
１
カ
月
間
に
拡
大

し
、「
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こころの悩みはこちらでもお聞きしております。

そんなことないよ！
ひとりで悩まず、ここに

相談して

秘密は固く守られます。相談無料（通話料のみ負担ください）

下越地域いのちと
こころの支援センター

☎0254-28-8880
平日8：30～17：15

中越地域いのちと
こころの支援センター

☎0258-88-0070
平日8：30～17：15

上越地域いのちと
こころの支援センター

☎025-524-7700
平日8：30～17：15

新潟県精神保健
福祉センター

☎025-280-0113
平日8：30～17：00

新潟市こころの
健康センター

☎025-232-5560
平日8：30～17：00

仕事も家庭もうまくいかない。
借金もあるし、どうしていいか
わからない。

どうせ相談したって、
何も解決なんかしないよ･･･。

最近、よく眠れない。食欲もない。
俺、どうしたらいいんだろう。

こころの相談 にいがた 検索

さまざまな悩みに応じた相談窓口は、新潟県ホームページでご案内しています。

スマートフォンはこちらから

24時間
365日
いつでも
相談可能

新潟県こころの相談ダイヤル

☎0570-783-025

新潟県こころの
相談ダイヤル

（365日 24時間対応）

0570-783-025

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

み
ん
な
で
守
る　
た
っ
た
一
つ
の
命

　

出
水
期
と
な
り
、
集
中
豪
雨
や
台
風

等
で
水
害
が
起
き
や
す
い
時
期
を
迎
え

た
。
昨
年
は
台
風
第
19
号
を
は
じ
め
全

国
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
ま

た
、
今
年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
も
熊
本

県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

者
が
亡
く
な
る
な
ど
多
く
の
犠
牲
者
も

出
て
い
る
。

　

水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
避
難
所
等
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
避

難
の
仕
方
や
避
難
所
の
運
営
と
は
異
な

り
、
感
染
拡
大
防
止
に
も
細
心
の
注
意

を
払
っ
た
“
新
た
な
避
難
様
式
”
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

避
難
を
考
え
る
上
で
、
第
一
は
人
命

の
優
先
。「
避
難
」
と
は
「
難
」
を

「
避
」
け
る
こ
と
で
、
安
全
な
場
所
に
い

る
人
は
必
ず
し
も
避
難
所
へ
避
難
す
る
必

要
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
避
難
所
に
行
く

こ
と
だ
け
が
避
難
で
は
な
い
の
で
、
指
定

避
難
所
以
外
に
も
自
宅
で
の
避
難
（
２
階

以
上
へ
の
垂
直
避
難
）
や
近
く
の
高
台
や

頑
丈
な
建
物
へ
の
避
難
、
親
戚
や
知
人
宅

へ
の
避
難
、
安
全
な
場
所
で
の
車
中
避
難

な
ど
分
散
避
難
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て

お
く
。

　
仮
に
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
症
予

防
を
心
が
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
着
替

え
や
食
料
な
ど
の
非
常
時
の
持
ち
出
し
品

の
ほ
か
、
体
温
計
や
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
な
ど
の
衛
生
用
品
を
持
っ
て
避

難
す
る
。
ま
た
、
避
難
所
で
は
こ
ま
め
な

手
洗
い
や
定
期
的
な
換
気
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
避
難
者
同
士
の
間
隔
を
確
保
す
る

な
ど
の
３
密
を
避
け
る
よ
う
な
工
夫
も
必

要
に
な
る
。

　
い
ざ
災
害
が
起
き
て
か
ら
避
難
先
や
避

難
方
法
を
考
え
て
い
て
は
間
に
合
わ
な

い
。
あ
ら
か
じ
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自

宅
や
職
場
周
辺
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
頼

れ
る
先
を
探
し
て
お
く
な
ど
今
か
ら
で
き

る
備
え
を
進
め
る
こ
と
。「
災
害
へ
の
備

え
は
平
時
か
ら
」、「
い
つ
か
は
誰
も
が
当

事
者
に
な
る
」
そ
う
い
う
思
い
で
日
ご
ろ

か
ら
自
分
事
で
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
貴
浩
）

ず～む
2020
Vol.45

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

　
新
た
な
避
難
様
式
」
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発行所／社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会
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　　　　☎ 025－281－5584
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昭和27年9月16日　第三種郵便物認可

印刷／島津印刷㈱

著者：川村 元気
発行：文芸春秋

　認知症になる母親とその息子の話となる本作品は、母
親が息子を忘れていくだけではなく、母親と向き合うう
ちに息子が思い出を一つずつよみがえらせる物語でもあ
ります。
　作中、母親の認知症は進み、物語の終盤に「どの花火
が良かったのか、ぜんぶ忘れちゃう。だから花火って素
敵だなって思うの」と話します。「記憶も花や花火のよ
うに失われるからこそ悲しいけれど美しいのでは」と著
者は言っていますが、忘れることの必要性について考え
させられる物語です。
 
※ ９月１日～30日は、9月21日の「世界アルツハイマー

デー」に合わせ認知症のコーナーを設置しています。

問い合わせ　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎ 025-281-5514

― 紹介した資料のほか、福祉や女性に関する図書や DVD の貸出をしています ―

新潟ユニゾンプラザ 情  報

貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　　ユニゾンプラザホームページよりお申し込みください。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

　このたび、インターネット環境を整備し、４階・５階の各会議室で有線 LAN、無線 LANがご
利用いただけるようになりました！
　新型コロナウイルスの影響により、人を集めての会議やイベントなどの開催が難しくなってい
る状況ですが、インターネットを活用したセミナーや会議に是非ご利用ください。

－多目的ホール、各種会議室、福祉の店パレット、図書館は新型コロナウイルス対策を励行しています－

各会議室にインターネットの利用環境を整備しました！NEW!
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い

ユ ニ ゾ ン の 図 書 館 ニ ュ ー ス
「 百 花 」

＜利用可能な貸室＞
　４階：大研修室、大会議室、小研修室１～４、講師控室
　５階：中研修室、特別会議室、応接室
＜利用料金＞
　�インターネット回線利用料金、LANケーブル・ルーターの貸
出は全て無料 !!（数に限りがありますので、ご了承ください）

＜利用環境＞
　フレッツ光ネクスト　※ご利用方法などはお問い合わせください
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